平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会派名
	市政創造

	議員名
	我妻静夫・岡田健一・山川明・山中正尚・古澤孝市・徳中嗣史・早川昇三

	調査実施年月日
	平成２４年　４月１３日（金）　　

	調査先　自治体名等
	静岡県　島田市 生活環境部 環境課　

	調査項目
	がれき受入の経緯・がれき焼却施設の視察について

	調査目的
	・震災がれき受入に至った経緯についての調査

・焼却施設の現地視察と震災がれきサンプルの調査

	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口　：　９９，２０１　人（Ｈ２４．３．３１現在）　　　行政面積　：　３１５．８８　ｋ㎡

２　視察内容
①がれき処理について
　　・がれき受け入れに至った経緯について。

　　②現地視察について。
　　・焼却施設の現地視察について
　　・震災がれきのサンプルについて

	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	１．がれき処理

震災がれき受入に至った経緯は、被災地の早期復興の思いから昨年１１月に静岡県市長会・町村会が共同声明を発信したのが始まりです。そして、受入に係わる環境整備について今年１月に、２回にわたり国・県に対して申し入れを行ってきました。しかし、回答は、決して納得できるものではありませんでした。しかし、被災地の復興を強く望み、出来る限りの支援をしたいと言う思いから受入に至りました。現在岩手県では、全力で災害廃棄物の処理を行っていますが、処理施設の不足で思うように進んでいなく、その量は岩手県で通常の約１１年分となっています。島田市では、被災地の１日も早い復興に向けて、静岡県の災害廃棄物試験焼却受入基準に従い岩手県大槌町及び山田町で発生した災害廃棄物のうち、角材、柱材等の木材を破砕し、チップ状にしたものを試験焼却を行いました。また、受入に関する基本的な考えは、災害廃棄物による県民の放射線被爆を起こさないように科学的な知見並びに各種ガイドラインに基づく受入基準を明確にし、県民の安全と安心を確保するための受入基準を作成しました。そのため、受け入れるがれきは、災害廃棄物で放射性廃棄物ではなく、島田市で現在処理されている一般ゴミと同レベルの物のみ処理を行なっていました。また、処理をする災害廃棄物の安全確認は、被災地から島田市に運ぶ間に放射性物質の測定や空間線量の測定を複数回行います。そして、その過程で不適なものは域内処理として返送されるなど徹底した安全管理が行われていました。本市おいても国や道または、広域市町村と連携を図り、被災地の復興・支援など積極的に取組んで行く必要があると考えます。※がれきの焼却処理は、費用は無く無償で行っている。
２．現地視察
島田市のごみ焼却施設は、シャフト式直接溶融方式で多様なごみを安定化して溶融処理を行っています。年間のごみ処理量は、約33,000ｔで余熱発電による電力の活用でサーマルリサイクルを図りながら設備の維持管理にも利用していました。また、ごみの資源化の例としてスラグを利用したアスファルト合材やメタルを利用した建設機械のカウンターウエイ等がありました。
本市の焼却施設は、キルン式ガス化旋回溶融炉ですが今後も施設の特徴を生かしたごみの資源化、再利用など取組んで行きたいと思います。


